
Koala クラス の皆さまへ 

 

・はじめに 

 

クラスでは… 

 

クラスでは、毎月のトピックに合わせて単語の発音、練習に加えいろんなアクティビティー、歌、   

ゲームを使いアウトプット、言葉の表現を練習します。 

しかし言葉を知らないと使うことができません。是非ご自宅でたくさんの単語を繰り返し練習、覚え

て下さい。レッスン以外でも ”英語に触れてほしい!” そんな思いで宿題を出しています 

 

 

子どもたちが英語を理解しコミュニケーションをとる力をどんどん身につけていくには、保護者

の方の支えがとても大切です。  

親は赤ちゃんのことがよくわかります。嬉しいのか悲しいのか、こどもの顔や体の動き方を見れ

ばすぐにわかります。こどもがおなかをすかせている時、おむつが汚れている時も泣き方でそれ

がわかります。赤ちゃんは言葉は使えないけれど、ちゃんとコミュニケーションをとっています。 

赤ちゃんはお話の練習を早い時期に始めています。私たち親が話しているのを聞き、口の動きを

見て喃語（バブバブなど）を話し始めます。この赤ちゃん言葉はお話をする練習です。しばらくす

ると、こどもはもう言葉を理解し話し始めます。まるで魔法ですよね！でも実際は魔法ではあり

ません。  

ではどんなふうに学んだのでしょうか？ ・周りにいる者が、赤ちゃんに話しかけるから ・赤ち

ゃんに歌ってあげるから ・赤ちゃんにわかりやすい様に、簡単な言葉を使うから ・繰り返し、繰

り返し話しかけるから ・顔を見て口元を見せ話しかけ、赤ちゃんはその動きを見ることができる

から ・赤ちゃんに本を読んであげるから。 これらすべての行動が、子どもが初めて言語を学ぶ

自然な助けとなっています。この言葉を自然に学ぶ過程を“言語習得”といいます。言語習得と

言語学習は違います。 言語習得は身の回りの自然な環境から言葉を身に付ける方法のことです。

言語学習は言語を学問として文法や語彙から学びます。それはとても難しいことです。しかし言

語についてよく知っていても、コミュニケーションをとるのにそれを使うのは難しいでしょう。

Discovery Language School では、子どもたちが自然に英語を学ぶためのお手伝いをしたいと

考えています。正しくはっきりとした英語を、ジェスチャーを交えて話し、言葉遊び、歌を歌うこ

と、本を読むこと、質問をしたり話をしたりすることで、生徒たちは英語を学んでいきます。それ

はまるで日本語を自然に学んだように、子どもたちは気づき、発見することで言葉を知っていき

ます。子どもたちも赤ちゃんのようにコミュニケーションのとり方を自然に学びます。話せると

言う“言語習得”の過程は時間がかかります。子どもたちが赤ちゃんの時のように、学んでいる

のかどうか目に見えないこともありますが、少し辛抱して待っていてください。徐々にコミュニ

ケーションをとる力を身につけていく姿を見ることが出来るでしょう。 



テキストの使い方 

① お送りしている宿題の URL（ホームページの『Homework』→『Koala』） 

より毎月のビデオを繰り返したくさん見て下さい。 

ビデオを見ながら真似して単語やフレーズを一緒に言ってみましょう。 

ビデオを見たらテキスト P4(下の写真参照)の黄色い〇にチェックやステッカーを貼りましょう。 

たくさん見て覚えてね！ 

 

 

② 単語の載っているページのそれぞれ単語の横に 

『I know!』とチェックをつける箇所があります。 

覚えたらチェックをつけましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ テキストの他にそれぞれのクラスから補足でプリントなどの宿題がでます。 

動画と合わせてその週の宿題を行ってください。 

 


